
応募題名
【応募者】○科学　花子1、技術　太郎2　（1日本科学大学、2技術振興大学）

【指導教員】振興　次郎（日本科学大学）

	対象（1つに限定）
	小学校　・　中学生　・　高校生

	参考文献、
使用する実験道具等
	これまでの先行研究論文、書籍、既存の実験道具などを積極的に活用して引用すること（参考文献等のない予稿は、その内容が非常に優れていたとしても信頼性は低いものとして審査する）

	キーワード
	（例）人体影響、自然放射線、福島復興、風評　等


1. 教材に込めるメッセージ
応募者自身が放射線について学んだ過程で驚きや感動を伴い「わかった！」と実感した内容“放射線エウレカ”に基づき、教材に込めるメッセージについて詳しく書いてください。
「 “放射線エウレカ ”が明快となっているか」が審査加点となります。

2. 教材の内容
「1．教材に込めるメッセージ」に基づき、どのような教材を作成するか、その内容について具体的に書いてください。安全性や費用等を含めた学校教育での活用可能性等、審査基準における基礎点の項目についてアピールしてください。

「教材の中で、“放射線エウレカ”をわかりやすく表現できているか」「小・中・高等学校等の先生が実施できる教材として実現できているか」「『主体的・対話的で深い学び』の視点に立ったアクティブ・ラーニング教材として、放射線について学ぶ児童生徒の思考力・判断力・表現力等を育む内容となっているか」が審査加点となります。
※参考：「主体的・対話的で深い学び」の実現
【主体的な学び】

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているか。

【対話的な学び】

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

【深い学び】

特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。
（以上、文部科学省「新しい学習指導要領の考え方 ―中央教育審議会における議論から改訂そして実施へ―」より抜粋）

本項のみならず、「1．教材に込めるメッセージ」も同様に審査において重視します。詳細については、審査基準をご参照ください。
予稿の作成方法
予稿は、上記1.～2.の2項を漏れなく記載し、以下について留意しながら作成してください。小見出しについては任意とし、上記に従う必要はありません。
1) 用紙サイズはA4とし、余白を上下左右25 mm設定して下さい。ページ数は1枚です。2枚以上とならないようにご注意ください。
2) 使用するフォントは、応募題名のみゴシック体、それ以外は明朝体として下さい。
3) 応募題名は、14ポイント（ゴシック体）とし、第1 行目に中央揃えで配置して下さい。
4) 所属（学校名）及び氏名は、11 ポイント（明朝体）とし、第2行目に書いてください。応募代表者には○をつけてください。

5) 対象、キーワードを、枠の中に、11 ポイント（明朝体）で記述してください。
6) 本文は、対象、キーワードを記した枠との間に空白行を1行空けた後から、段数を2 段で10 ポイント（明朝体）で記述してください。
7) 見出しには、下線書式を設定してください。
8) 図表及び写真等を本文中に挿入する場合は、鮮明なものを使用してください。

9) 原則PDFファイルで提出ください。やむを得ぬ場合はWord形式での提出を認めます。
10）公平な審査を行う観点から、一次選考において、予稿に記載された【応募者】【指導教員】の欄は伏せて審査いたします。


